
編
集
室

○○○○○○○○

　

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
な
。
ち
ょ
っ
と
読

ん
で
み
よ
う
か
。『
Ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ち
ゅ

う
お
う
』
を
手
に
と
っ
て
、
そ
う
感
じ
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

月
刊
誌
か
ら
季
刊
誌
へ
。

　

新
年
度
か
ら
発
刊
形
態
が
か
わ
り
、
夏

季
号
か
ら
ス
タ
イ
ル
、
内
容
と
も
に
一
新

し
ま
し
た
。
雑
誌
の
横
幅
を
ス
リ
ム
に
し

て
、Ｂ
５
変
型
の
判
型
に
。
表
紙
の
絵
画
、

表
紙
裏
の
写
真
は
学
生
作
品
で
す
。

　

誌
面
で
は
「
特
集
編
集
」
と
新
連
載
│

　
「
と
き
に
は
、
辛
口
」

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」

　
「
ゼ
ミ
の
風
景
」

　

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

編
集
を
お
手
伝
い
し
な
が
ら
、
中
央

大
学
の
才
能
や
感
性
の
ほ
と
ば
し
り
を
感

じ
つ
づ
け
ま
し
た
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を

加
え
た
「
学
生
記
者
」
９
人
は
、
い
き
い

き
と
し
た
目
で
取
材
に
あ
た
り
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
の
デ
キ
ゴ
ト
ロ

ジ
ー
は
、「
ダ
ン
ボ
の
耳
」
を
も
っ
て
。

　

重
要
情
報
「
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
」
の
前
ペ
ー
ジ
は
、
同
時
代
の
「
風
の

歌
」
に
耳
を
す
ま
し
な
が
ら
、
内
に
も
外

に
も
開
か
れ
た
編
集
を
め
ざ
し
ま
す
。
広

く
深
く
、
で
き
れ
ば
躍
動
感
の
あ
る
誌
面

を
。
ご
意
見
や
提
案
は
い
つ
で
も
歓
迎
で

す
。 

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）
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貴ノ花はヘビースモーカー

　まず、ジョークをひとつ。「日本で一番タバ
コを吸うのは誰でしょう？」
　正解は「貴ノ花」あるいは「武蔵丸」。その
ココロは、「スモー・キング」（横綱）！
　寒いギャグはさておき、モノレール駅を降り
るや否や、やおらタバコを吸い出す学生が少な
くありません。
　もっとも、これは学生だけでなく、一部の教
職員にも見られる現象です。このような場所で
の喫煙は予測されていませんので、大学構内の
かなり内部に来るまで、灰皿はありません。駅
から灰皿が常備されている場所まで、５分以上
タバコを吸い続けることはできませんので、哀
れ、吸い殻の大半は地面に散乱することになり
ます。また、６号館の階段に吸い殻が散乱して
いるのも、よく目撃されます。
　このような光景は、もちろん大学内部に限定

されたものではありません。歩行喫煙は、駅や
町の美観を損ねるのみならず、子供が目に火傷
を負った事件が発生したことから、各地の自治
体では、一定地域の歩行喫煙を禁止する条例を
制定する傾向が強まり、なかには罰則を設ける
ケースも現われています。
　このような動向に対しては、喫煙という個
人的な嗜好に関する行為は、当人のモラルに委
ねるべきであり、国家が介入すべきではないと
考えることもできます。しかし、喫煙が個人的
な嗜好であるということが、他人に迷惑をかけ
ている場合にも規制しなくてもよいことには結
びつきません。歩行喫煙による被害が顕在化し
ている場合には、法的な規制もやむを得ないで
しょう。
　中央大学でも、教室廊下での喫煙を注意した
教員が学生から煙草の煙を吐きかけられたとの
記事を以前読んだことがあります。大学でも、
禁煙教育の徹底が何よりも必要とされているの
かも知れません。
　「エゴ・キャンパス」よりも、「エコ・キャン
パス」を！
 広報委員　山田省三（法学部教授）
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